
第６章　ハードウエア仕様

６．１　概　要

ＭＰ Ｃ－８ １ ６、Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６、Ｍ Ｉ Ｏ－８ １ ６はそれぞれ８点の出力と １ ６点の入力ポート を持ちコネ

クタは同じ仕様の５ ０ Ｐ ｉ ｎ コネク タが使用されています。 この３枚のボードの機能はそれぞれ大き く異

なっていますが、 Ｉ ／Ｏインターフェース と しては全く同等のためこの節で合わせて解説します。ＭＰ Ｃ－

８ １ ６はＣ ＰＵボード兼電源ボードで電源の供給能力は外部に対して約７ ０ ０ ｍＡです。 ＭＰ Ｃ－８ １ ６

のバス信号はＭ Ｉ Ｆ－８ １ ６に引き渡され、ラ ッ クのバスボードにインターフェースされています。拡張 Ｉ

／ＯボードであるＭ Ｉ Ｏ－８ １ ６はバスからの信号に従って制御されています。 各ボードには Ｉ ／Ｏコネ

ク タの他に４ Ｐ ｉ ｎ の電源コネクタが付属していますが内部の論理制御用電源と して意味があるのは

ＭＰ Ｃ－８ １ ６のＤＣ ２ ４ Ｖのみです。Ｍ Ｉ Ｆ及びＭ Ｉ Ｏへの給電は、 Ｉ ／Ｏ制御用のみでＭＰ Ｃ－８ １ ６

のＤＣ ２ ４ Ｖ とは絶縁されており、 別の電源を与えるこ と もできます。

６．２　ＭＰＣ－８１６ＫＦ

１）旧タイプとの互換性

ＭＰ Ｃ－８ １ ６ Ｋ （Ｄ Ｉ Ｐ部品タイプ） とＭＰ Ｃ－８ １ ６ Ｋ Ｆ （表面実装部品タイプ） は完全互換です。 ま

た、ＭＰ Ｃ－８ １ ６ Ｘ （Ｃ Ｐ ＵがＨＤ ６ ４ １ ８ ０ ） と差し替えて使用するこ とができますが次の相違点に注

意して下さい。

実行速度

ＭＰ Ｃ－８ １ ６ Ｋ ＦのＣ ＰＵ 「Ｋ Ｌ ５ Ｃ ８ ０ Ａ １ ６ 」はＺ ８ ０互換であ りながら効率のよいエンジンを備え

ており、 １ インス ト ラ クシ ョ ン １ ク ロ ッ クで実行されます。そのためＭＰ Ｃ－８ １ ６ Ｘに対しては約３倍の

実行速度とな り ます。

システムタイマーは整合しており、Ｔ Ｉ ＭＥ コマンドなどの時間は変わりあ り ませんが、インタプ リ タで実

現している Ｌ ＯＯ Ｐ タイマー （カウンター） は短くなるこ とがあ り ます。

Ｉ／Ｏアドレス（マシン語）

入出力回路 （制御 Ｉ Ｏ， 電源、 Ｒ Ｓ－２ ３ ２ Ｃ） のコマンド （ＯＮ， Ｏ Ｆ Ｆ， ＳＷ， Ｉ Ｎ， ＯＵＴ等） から

の制御は８ １ ６ Ｘ と完全に互換です。しかし、マシン語レベルでは入出力回路のアドレスが変更されていま

す。 このためマシン語モジュールを組み込んで使用される場合には次のアドレスに従って下さい。

Ｉ Ｎ ０－７ ３ ＡＨ

Ｉ Ｎ ８－１ １ ３ ＣＨ （下位４ ビッ ト )

Ｉ Ｎ １ ２－１ ５ ３ ８ Ｈ （上位４ ビッ ト ）

ＯＵＴ ０－３ ３ ８ Ｈ （下位４ ビッ ト ）

ＯＵＴ ４－７ ３ ＣＨ （上位４ ビッ ト ）
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２）ＭＰＣ－８１６各部の名称と役割

添付品

① Ｐ Ｓ－Ｄ ４ Ｃ ５ ０ JAE ×１

② 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) JST ×１

③ コンタ ク ト (BHF-001T-0.8SS) JST ×４

J1:Ｒ Ｓ－２ ３ ２ Ｃ コネクタ プログラ ミ ング用とユーザ用があ り ます。 フォ ト カプラーで内部５ Ｖ系と絶

縁されています。

J3:電源コネク タ ＤＣ １ ２ Ｖ～ＤＣ ２ ４ Ｖを供給します。

J4: Ｉ ／Ｏコネク タ 入力１ ６点、 出力８点です。

（入力ポート ０～１ ５／出力ポート ０～７ ）

J5:バスコネク タ Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６等と接続されます。

SI: リ セッ ト スイ ッチ ＭＰ Ｃを リセッ ト します。

LED1,2:LED 青 電源が供給されている と青いLED点灯

         〃 赤 エラーが発生する と赤いLED点灯チェッ クサムエラーなど

F1: ヒ ューズ ＤＣ ５ Ｖ電源ヒ ューズです。 （ １ Ａ）　 Ｆ Ｋ Ｓ ５－１ Ａ （浜井）

RA12,13:Ｓ Ｉ Ｐ ソケッ ト 入力ポート を二線式センサに対応させるための抵抗アレイ用

SP1:シ ョー ト ピン シ ョートで瞬断検出を禁止します。

SP2:シ ョー ト ピン ５ Ｖ供給用のシ ョート ピンで、 Ｓ Ｐ ２ シ ョート 　 Ｆ １は取外します。

RA15,16:Ｓ Ｉ Ｐパタン ５ Ｖレベルで使用のためのフォ ト カプラのシャン ト抵抗実装パタンです。

BAT ボタン型リチウム電池をソケッ ト実装しました。電池は市販CR2032(maxell)互

換品です。

３）特　徴

Ｃ ＰＵ Ｋ Ｌ ５ Ｃ ８ ０ Ａ １ ６ Ｃ Ｆ  （ ７ ． ３ ７ ２ ５ＭＨ Ｚ）

メモ リ Ｓ Ｒ ＡＭ　ＨＭ６ ２ ８ １ ２ ８ Ｌ Ｐ－７ 　相当

（バッテ リバッ クアップ　 ５年以上）

Ｆ ＲＯＭ　 ２ ９ Ｆ ０ ４ ０ Ａ－９ ０ 　相当

Ｒ Ｓ－２ ３ ２ Ｃ ＣＨ ０ 　プログラム用

９ ６ ０ ０ ｂ ｐ ｓ ７ ｂ ｉ ｔ ＋Ｅ ｖ ｅ ｎパ リ ティ固定

ＣＨ １ 　ユーザ用

ＣＮ Ｆ Ｇ＃コマンドによって設定

出力ポート ８点　 　オープンコレク タ 　各点２ ０ ０ ｍＡ

入力ポート １ ６点　 フォ ト カプラ入力　各点２ ｍＡ～４ ｍＡ

電源 ＤＣ １ ２ Ｖ～２ ４ Ｖ単一　消費電流 （１ ０ ０ ｍＡ～２ ０ ０ ｍＡ）

MPG-916F
CEP-080
ACCEL CORP.

BAT

F1

J4

J1

J3

SI

SP2   SP1

LED1,LED2

RA12,13

RA15

RA16

J5
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４）ブロックダイアグラムとフラッシュＲＯＭシステムの方法について

ブートモジュールについて

ＭＰ Ｃ －８ １ ６ Ｋ Ｆ はパワーオン後ブートモ

ジュールを起動します。 ブートモジュールは書き

換え管理プログラムを Ｓ Ｒ ＡＭのブートモジュー

ル領域に複写して制御をこちらに引き渡します。

この後で、 システムエ リ アに正しいシステムが登

録されているかテス ト し正しければ、 こちらに制

御を引き渡 し ます。 こ の時、 シ ス テ ムエ リ ア

(TNYFSC)は400H-6FFFHに配置されます。

システムの書き換え方法

システムエ リ アが正し く書き込まれていなけれ

ば、モニターがそのまま常駐し Ｓ Ａ １のイレース、

システムのダウンロード を行う こ とができます。

システムが正し く書き込まれていて、 なお且つシ

ステムを変更する場合は、 電源投入後ブー ト モ

ジュールが０ ３ コードを出力しますので、 この時

０ ３ を ０．５秒以内にエコーバッ クする と、システ

ムに制御を引き渡さず、 モニターが動作しシステ

ムの入れ替えができるよ うにな り ます。 これらの

一連の手続きはシステムローダによって行う こ と

ができます。 これによ り ＲＯＭ交換を必用と しな

いメンテナンスを行う こ とができます。

ＭＰ Ｃ －８ １ ６ Ｋ Ｆ はきわめて簡単な構成です。

Ｉ Ｏは Ｃ Ｐ Ｕ上の Ｉ Ｏが割り当てられています。

Ｋ Ｌ ５ Ｃ ８ ０ Ａの Ｉ Ｏは２ ４点用意されています

が、うち ３ ８ Ｈの下位４ ビッ トが出力専用、上位４

ビ ッ ト が入力専用に割り当てられているために、

割付が変則的になっています。このため、マシン語

モジュールでのポートの制御には注意が必用とな

り ます。

Ｓ Ｒ ＡＭはＳ Ｐ １ をシ ョートする とバッテ リバッ

クアップされます。

Ｊ ４の Ｉ ／Ｏコネクタのインターフェース、 取扱

い使用方法は５） で Ｍ Ｉ Ｆ －８ １ ６、 Ｍ Ｉ Ｏ －

８ １ ６ と併せて解説します。

ＭＰ Ｃ－８ １ ６ Ｋ Ｆには、 スイ ッチングタイプの

電源が備えられており Ｊ ３から供給された

ＤＣ ２ ４ Ｖ （Ｄ Ｃ １ ２ Ｖ） を ５ Ｖに変換し ＥＭ Ｉ

フ ィルタを経て内部 Ｃ ＰＵ 回路に供給していま

す。このＤＣ ５ Ｖが Ｊ ５ を介してＭ Ｉ Ｆ、Ｍ Ｉ Ｏに

供給 さ れ て い ま す。 電源 の 能力 は最大 で

７ ０ ０ ｍＡ です。 Ｃ Ｐ Ｕ ボードに実装された

ヒ ューズはこの電源を保護するためのものです。

ＤＣ ２ ４ Ｖは、 Ｊ ４の Ｉ ／Ｏ入出力の駆動にも使

用されています。 Ｓ Ｒ ＡＭはリティ ウム電池によ

り電源オフ時にもデータが保持されています。

関連コマンド

・ 出力ポート制御 ＯＮ， Ｏ Ｆ Ｆ， ＯＵＴ 　等

・ 入力ポート読み込み ＳＷ （）， Ｉ Ｎ （）　 　等

・ Ｒ Ｓ－２ ３ ２ Ｃ ＣＮ Ｆ Ｇ＃， Ｉ Ｎ Ｐ ＵＴ＃， Ｐ Ｒ Ｉ Ｎ Ｔ＃　等

KL5C80A16
7.3725MHZ

SRAM
20000
|

3FFFF

FLASH
 ROM
00000
|

1FFFF

Z80 準拠 IO-BUSCH0/CH1
RS-232C

RS-232C
ｱｲｿﾚｰﾀ

ﾊﾞｯｸｱｯ
ﾌﾟBAT

内部ブロック図

８１６ＫＦの
ＩＯはＣＰＵ
のＩＯを使用
してます

IN0-7  (3AH)

IN8-11 (3CH),12-15(38H)

OUT0-3(38H)OUT4-7(3CH)

 メモリマップ 

 SA0
            SA1

        

ﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
  保

存
ｴﾘｱ 

FFFFF 

0 

10000 

1FFFF 

E0000 

E7000 

F0000 

ｼｽﾃﾑｴﾘｱ1 

ﾌﾗｯｼｭROM 
SRAM 

TNYFSCﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ領域 

TNYFSC はｽﾀｯｸ領域 
として使用 

EF000 

SA2 
SA3 

20000

30000

3FFFF
SA4～7について
は使用未定 

点データ 
ﾌﾞｰﾄﾓｼﾞｭｰﾙ退避領域 

F9000

ｼｽﾃﾑｴﾘｱ2 

ﾌﾞｰﾄﾓｼﾞｭｰﾙ 
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５）小型ＬＣＤＩ／Ｆ機能について

ＭＰ Ｃ－８ １ ６ Ｋ Ｆは Ｊ ５に小型Ｌ ＣＤを直接実装する事が出来ます。 この場合 Ｉ ／Ｏバスタイ ミ ングを

変更する為に “OUT 8 &HF0” を実行して下さい。

６）ＭＰＣ－８１６ピンアサイン表

J1 J3

J4 J5　[バスアサイン]

▲  1
 3
 5
 7

SG
RX0
MAN
SG

 2
 4
 6
 8

TX0
SG
P5
TX1

※プログラム時5と6をショート、
　P5はDC5Vが1KΩを介して出力
　フォトカプラーで内部5V系と
　絶縁されています。

 1
 2
 3
 4

+DC

GND
FG

※+12≦DC≦24　±10％

 9 RX1 10 FG

▲  A B  1 P5  2 P5
 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

入力 0
　　 1
　　 2
　　 3
　　 4
　　 5
　　 6
　　 7
　　 8
　　 9
　　10
　　11
　　12
　　13
　　14
　　15
+DC
+DC
+DC

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
出力 0
　　 1
　　 2

 3
 5
 7
 9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

SG
CLD
(ME)
(RD)
JTAG
INX
SG
D1
D3
D5
D7
A0
A2
A4
A6
X-CW
X-CW
E
TXS

 4
 6
 8
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40

SG
(MOD)
(IOD)
(WR)
SG
(RST)
D0
D2
D4
D6
SG
A1
A3
A5
A7
X-CCW
X-CCW
SCK
RXS

(MOD)･JTAG ： 保守用ＮＣ使用
INX ： 拡張入力Ｋ Ｌ ５ Ｃ ： Ｐ ３ ７
X-CW,X-CCW
Y-CW,Y-CCW ： パルス発生Ｔ Ｔ Ｌ出力
E ： Ｌ ＣＤ用Ｅ信号

20
21
22
23
24
25

+DC
+DC
+DC
+DC
+DC

20
21
22
23
24
25

　　 3
　　 4
　　 5
　　 6
　　 7
SG☆

※Ｃ Ｌ Ｋ7． 3725ＭＨ Ｚ
※Ｓ Ｇはコンピュータグラウンドです。 Ｔ Ｔ Ｌ インターフェース以外
　は使用しないで下さい。
※ （） 付信号は、 “Ｌ” アクテ ィブを示す
※SG☆は内部パタンシ ョートの上使用

  ＬＣＤ 
  1  VCC 
  2  GND 
  3  Vo 
  4  RS 
  5  R/W 
  6  E 
  7  D0 
  8  D1 
  9  D2 
 10  D3 
 11  D4 
 12  D5 
 13  D6 
 14  D7 
 

  Ｊ５ 
 VCC  1,2 
  SG  3,4 
 
  A0   25 
  WR   10 
  E    37 
  D0   16 
  D1   17 
  D2   18 
  D3   19 
  D4   20 
  D5   21 
  D6   22 
  D7   23 
 

※１Ｋ～２Ｋコントラスト調整用 

1K～2K 
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６．３　ＭＩＦ－８１６ＫＦ

１）ＭＩＦ－８１６各部の名称と役割

添付品

① Ｐ Ｓ－Ｄ ４ Ｃ ５ ０ JAE ×１

② 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) JST ×１

③ コンタ ク ト (BHF-001T-0.8SS) JST ×４

④ コネク タ(HIF-3BA-16D-2.54R) ﾋﾛｾ ×１

⑤ スぺーサ(MSPLS-7) ×４

J1: Ｉ ／Ｏバスコネク タ Ｍ Ｉ Ｏ－８ １ ６等へのバス信号コネクタ

J2:バスコネク タ ＭＰ Ｃ－８ １ ６ と接続します。

J3:電源コネク タ ＤＣ １ ２ Ｖ～ＤＣ ２ ４ Ｖを供給します。

ＭＰ Ｃ－８ １ ６のＤＣ ２ ４ Ｖ とは絶縁されています。

J4: Ｉ ／Ｏコネク タ 入力１ ６点、 出力８点です。

（入力ポート １ ６～３ １／出力ポート ８～１ ５ ）

J5: ８点出力ポート 簡易パルス発生ポートにな り ます。 Ｌ ＣＤ のインターフェース と しても使用で

きます。

RA12,13:Ｓ Ｉ Ｐ ソケッ ト 入力ポート を二線式センサに対応させるための抵抗アレイ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、 ２． ７ ｋΩ１／４Ｗ程度の抵抗を実装

して下さい。

RA14,15:Ｓ Ｉ Ｐ ソケッ ト ５ Ｖレベルで使用のためのフォ ト カプラのシャン ト抵抗実装ソケッ トです。

SP1,SP2:シ ョー ト ピン Ｊ ５ を Ｌ ＣＤ Ｉ ／Ｆ と して使用する場合のシ ョート ピンです。Ｓ Ｐ １オープン、

Ｓ Ｐ ２ （ １－２ ） シ ョートでパルス Ｉ ／Ｆ(出荷時)。 Ｓ Ｐ １ シ ョート 、 Ｓ Ｐ ２ （ ２

－３ ） シ ョートでＬ ＣＤ Ｉ ／Ｆです。

２）８点出力ポート（パルス発生ポート）

パルス出力端子は、８点がPG -1によってサポート されています。

それぞれの役割は、ピンアサイン表の通りです。［+5V］は100Ωで

DC5V （内部） にプルアップされています。 この抵抗は Ｓ Ｉ Ｐ ソ

ケッ トに実装されているので交換するこ とができます。 １～１ ５

までの ［+5V］ は100Ωのカーボン抵抗によってプルアップされて

おり、直接フォ ト カプラ入力のモータ ド ラ イバに接続するこ とが

できます。 フォ ト カプラ以外への出力、 ノ イズの多い箇所でのパ

ルス出力の使用には、内部回路検討の上、御使用下さい。また、パ

ラレル出力ポート と して使用する場合は ＯＵＴ コマンドで制御

します。この出力ポートはフォ ト カプラによ り外部と絶縁されて

いないためノ イズに弱いので使用には充分注意して下さい。

*ONOFF
OUT &H55,&H40
TIME 100
OUT &HAA,&H40
TIME 100
GOTO *ONOFF

前記の例では Ｘ ＣＷ、 ＹＣＷ、 ＵＣＷ、 Ｚ ＣＷ が最初に ＯＮ とな り、 次の１秒で Ｘ Ｃ ＣＷ、 Ｙ Ｃ ＣＷ、

ＵＣ ＣＷ、 Ｚ Ｃ ＣＷが点灯します。

MIF-816KF
CEP-095A
ACCEL CORP.

J2

J5

J4

J3

SP1,2

RA12,13
RA15

RA14

J1

《接続例》

ＭＩＦ－８１６

１００Ω

２ ＸＣＷ

１ （＋５Ｖ）

ドライバ
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２）ＭＩＦ－８１６内部ブロック図

Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６は、ＭＰ Ｃ－８ １ ６

に接続される J2によ り給電及びI/O

結合されます。 BUS信号はバッファ

を介してJ1及びＭ Ｉ ＦのI/O回路に

結合されています。 J3に給電される

DC24VはI/O制御に用いられるのみ

で、 内部の 5V とはフォ ト カプラに

よって絶縁されています。 8点出力

ポートは8bitラ ッチから直接Ｔ Ｒア

レイに接続されています。 J5のパル

ス出力は内部の 5V に近いためノ イ

ズに弱くひきまわしには注意が必

要です。

関連コマンド

・ 出力ポート制御 ＯＮ， Ｏ Ｆ Ｆ， ＯＵＴ 　等

・ 入力ポート読み込み ＳＷ （）， Ｉ Ｎ （）　 　等

・ パルス発生 Ｐ Ｇ， ＭＯＶ Ｅ， ＲＭＯＶ， Ｐ Ｌ Ｓ＿Ｍ Ｉ Ｆ  等

３）ＭＩＦ－８１６ピンアサイン表

J5 J3

J4 J1　[バスアサイン]

 A  B B'  1 +DC
 1
 2
 3

(+5V)
(+5V)
(+5V)

 1
 2
 3

XCW
XCCW
YCW

DB4
DB5
DB6

※SP1シ ョート SP2(2-3)シ ョー トの

　場合

※B'はLCD I/Fと して使用した場合

　です。

 2
 3
 4
GND
PG

※+12≦DC≦24　±10％

 4
 5
 6
 7
 8

(+5V)
(+5V)
(+5V)
(+5V)
(+5V)*

 4
 5
 6
 7
 8

YCCW
UCW
UCCW
ZCW
ZCCW

DB7
E
RS

GND*

▲  A B  1 P5  2 P5
 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

入力16
　　17
　　18
　　19
　　20
　　21
　　22
　　23
　　24
　　25
　　26
　　27
　　28
　　29
　　30
　　31
+DC
+DC
+DC

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
出力 8
　　 9
　　10

 3
 5
 7
 9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

SG
CLK
ME
(RD)

(INT0)
SG
D1
D3
D5
D7
A0
A2
A4
A6
NC
NC
NC
NC

 4
 6
 8
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40

SG

(IOE)
(WR)
SG
(RST)
D0
D2
D4
D6
SG
A1
A3
A5
A7
NC
NC
NC
NC

20
21
22
23
24
25

+DC
+DC
+DC
+DC
+DC

20
21
22
23
24
25

　　11
　　12
　　13
　　14
　　15
SG

※Ｃ Ｌ Ｋ7． 3725ＭＨ Ｚ
※Ｓ Ｇはコンピュータグラウンドです。 Ｔ Ｔ Ｌ インターフェース
　以外は使用しないで下さい。
※ （） 付信号は、 “Ｌ” アクテ ィブを示す

Ｐ
Ｉ
Ｏ

Ｔ
Ｒ
ア
レ
イ

Ｊ
４

Ｊ
１

Ｊ２

Ｊ３ ＤＣ２４Ｖ

Ｊ
５

バッファ ＨＣ２４０ラッチ

J5:　パルス出力ポート
　　 （８ｂｉｔパラレル出力ポート）

J4:  Ｉ／Ｏ　　入力ポート１６～３１
　　　　　　　 出力ポート８～１５

＊　ピンアサインは諸元表参照フ
ォ
ト
カ
プ
ラ

バッファ
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６．４　ＭＩＦ－８１６ＡＤ

１）ＭＩＦ－８１６ＡＤ各部の名称と役割

添付品

① 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) JST ×１

② コンタ ク ト (BHF-001T-0.8SS) JST ×４

③ スぺーサ(MSPLS-7) ×４

J1: Ｉ ／Ｏバスコネク タ Ｍ Ｉ Ｏ－８ １ ６等へのバス信号コネクタ

J2:バスコネク タ ＭＰ Ｃ－８ １ ６ と接続します。

J3:電源コネク タ ＤＣ １ ２ Ｖ～ＤＣ ２ ４ Ｖを供給します。

ＭＰ Ｃ－８ １ ６のＤＣ ２ ４ Ｖ とは絶縁されています。

J4: Ｉ ／Ｏコネク タ 入力１ ２点、 出力８点です。 （入力ポート １ ６～２ ７／出力ポート ８～１ ５ ）

J5: ８点出力ポート 簡易パルス発生ポートにな り ます。Ｌ ＣＤのインターフェース と しても使用でき

ます。

RA12,13:Ｓ Ｉ Ｐ ソケッ ト 入力ポート を二線式センサに対応させるための抵抗アレイ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、 ２． ７ ｋΩ１／４Ｗ程度の抵抗を実

装して下さい。

SP1,SP2:シ ョー ト ピン Ａ／Ｄ、 Ｄ／Ａ電源の切り換えです。出荷時内部電源モード と してシ ョート して

あ り ます。

SP3,SP4:シ ョー ト ピン Ｊ ５ を Ｌ ＣＤ Ｉ ／Ｆ と して使用する場合のシ ョート ピンです。 Ｓ Ｐ ３オープン、

Ｓ Ｐ ４ （ １－２ ） シ ョートでパルス Ｉ ／Ｆ （出荷時）。 Ｓ Ｐ ３ シ ョート、 Ｓ Ｐ ４

（ ２－３ ） シ ョートでＬ ＣＤ Ｉ ／Ｆです。

２）概　説

Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６ ＡＤはＡ／Ｄ入力と Ｄ／Ａ出力を持つ拡張インターフェースボードです。Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａが

必要な場合に従来のＭ Ｉ Ｆに置き換えて使用する事が出来ます。 （※汎用入力が４点少ない事に注意して下

さい。）

特　徴

Ａ／Ｄ ４ ＣＨ （その内１ ＣＨはＤ／Ａ 　出力モニター用） 

出荷時搭載ＡＤＣ ： ＡＤ ７ ８ ９ ０ ＡＮ－４ ( ０～４． ０ ９ ５ Ｖ)　 　×１

（最大定格±１ ７ Ｖ(アナログ電圧入力～AGND間)）

Ｄ／Ａ １ ＣＨ （ボード内でＡ／Ｄの３ ＣＨに接続されています）

出荷時搭載ＤＡＣ ： ＤＡＣ ８ ５ １ ２ 　 　×１

分解能 Ａ／Ｄ， Ｄ／Ａ と も １ ２ ｂ ｉ ｔ （ ０～４． ０ ９ ５ Ｖ） 

サンプ リ ングレート ２ ｍ秒 （ ｔ ｙ ｐ ）

汎用入出力 入力１ ２点、 出力８点 （Ａ／Ｄ， Ｄ／Ａポートは汎用入出力と しては使えません）

その他の機能 パルス出力４軸 （Ｘ ＹＵ Ｚ） 又はＬ ＣＤインターフェース （排他使用）

消費電力 ２ ０ ０ ｍＡ

３）使用できるＭＰＣ環境

システム Ｒ Ｅ Ｖ 　 ３． ５ ２以降

ボード ＭＰ Ｃ－８ １ ６ ＫのＣ Ｅ Ｐ－０ ５ ５ Ｃ以降、 ＭＰ Ｃ－８ １ ６ Ｋ Ｆ全部

SP1
SP2

J2   SP3 SP4

J4

J5

J3

RA12,13

J4
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４）ＭＰＣのコマンドサポート

５）ＭＩＦ－８１６ＡＤピンアサイン表

J5 J3

J4 J1　[バスアサイン]

自己電源モード

Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６ ＡＤのＳ Ｐ １、 Ｓ Ｐ ２ をシ ョート します。 これによ り Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａ機能は内部電源によ り

有効とな り ますが、 制御系とアースを分離する事が出来ません。

外部電源モード

Ｓ Ｐ １、 Ｓ Ｐ ２ をオープンの上、 Ｊ ４－＋Ａ ５ Ｖ （Ａ ２ ５ ） に＋５ Ｖ、 Ｊ ４－ＡＧＮＤ （Ｂ １ ３～１ ６ ） の

何れかにＧＮＤ側を接続します。 この場合、 計測と制御が別電源となる為精度を確保し易くな り ます。

４ ＣＨ ＡＤモード

工場出荷時には、 ３ ＣＨ Ａ／Ｄ入力、1ＣＨ Ｄ／Ａ出力になっています。 ４ ＣＨ Ａ／Ｄモードにするには、

ＤＡＣ ８ ５ １ ２ を取外して下さい。

ＡＤ 種別：関数 ＤＡ 種別：コマンド
書式 AD(n)   0≦n≦3  nは入力in番号
解説 A/Dコンバータより計測データを取り出します

。0～2がJ4の28,29,30に対応します。返される
数値は、0～4095で1mV単位です。

       例)
100 V=AD(0)
110 PRINT V

書式 DA n   0≦n≦4095
解説 D/Aコンバータからの出力を変更します。J4-31

に出力されます。出力も1mV単位で、4.095Vまで
出力出来ます。出力電圧は、AD(3)でモニタする
事が出来ます。

       例)
DA 1000      ･･･１Ｖ出力します

 A  B B'  1 +DC
 1
 2
 3

(+5V)
(+5V)
(+5V)

 1
 2
 3

XCW
XCCW
YCW

DB4
DB5
DB6

※SP1シ ョート SP2(2-3)シ ョー トの

　場合

※B'はLCD I/Fと して使用した場合

　です。

 2
 3
 4
GND
PG

※+12≦DC≦24　±10％

 4
 5
 6
 7
 8

(+5V)
(+5V)
(+5V)
(+5V)
(+5V)*

 4
 5
 6
 7
 8

YCCW
UCW
UCCW
ZCW
ZCCW

DB7
E
RS

GND*

▲  A B  1 P5  2 P5
 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

入力   16
　　   17
　   　18
　   　19
　   　20
　   　21
　   　22
　　   23
　　   24
　　   25
　　   26
　　   27
A/D入力 0
　　    1
　    　2
D/A出力 3
+DC
+DC
+DC

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
AGND
AGND
AGND
AGND
出力 8
　　 9
　　10

 3
 5
 7
 9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

SG
CLK
ME
(RD)

(INT0)
SG
D1
D3
D5
D7
A0
A2
A4
A6
NC
NC
NC
TXS

 4
 6
 8
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40

SG

(IOE)
(WR)
SG
(RST)
D0
D2
D4
D6
SG
A1
A3
A5
A7
NC
NC
SKC
RXS

20
21
22
23
24
25

+DC
+DC
+DC
+DC
+DC
+A5V

20
21
22
23
24
25

　　11
　　12
　　13
　　14
　　15
SG

※SGはコンピュータグラウンドです。 TTLインターフェース
　以外は使用しないで下さい。
※()付信号は、 "L"アクティブを示す
※SCK,TXS,RXSはA/D用シ リ アル信号ラインです。
　MPC-816K(CEP-055C)よ り実装されています。
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６）別売オプション

ＡＤ ７ ８ ９ ０ ＡＮ－１ ０ 　（±１ ０ Ｖ 　 Ａ／Ｄコンバータ）

出荷時搭載のＡＤ ７ ８ ９ ０ ＡＮ－４ と交換して使用します。 ＡＤ ７ ８ ９ ０－１ ０ を使用する場合は次のサ

ブルーチンを付加して負の電圧に対応して下さい。 分解能 （数値１に対応する電圧） は０． ０ ０ ４ ８ ８ ３

（ １ ０ Ｖ／２ ０ ４ ８ ） です。

 *AD7890-10
  IF A0<2047 THEN *RET
   A0=A0-4096
*RET
 RETURN

６．５　ＭＩＯ－８１６Ｋ

１）ＭＩＯ－８１６各部の名称と役割

添付品

① Ｐ Ｓ－Ｄ ４ Ｃ ５ ０ JAE ×１

② 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) JST ×１

③ コンタ ク ト (BHF-001T-0.8SS) JST ×４

J1: Ｉ ／Ｏバスコネク タ バスボードによ りＭ Ｉ Ｆ と結合します。

J3:電源コネク タ ＤＣ １ ２ Ｖ～ＤＣ ２ ４ Ｖを供給します。

J4: Ｉ ／Ｏコネク タ 入力１ ６点、 出力８点

RA12,13:Ｓ Ｉ Ｐ ソケッ ト 入力ポート を二線式センサに対応させるための抵抗アレイ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、２．７ ｋΩ１／４Ｗ程度の抵抗を実

装して下さい。

ＤＩＰスイッチ設定表

入力番号 出力番号 DIP-SW

 MIO-816#1
 MIO-816#2
 MIO-816#3
 MIO-816#4
 MIO-816#5
*MIO-816#6
*MIO-816#7
*MIO-816#8
*MIO-816#9
*MIO-816#10
*MIO-816#11

 32～47
 48～63
 64～79
 80～95
 96～111
112～127
128～143
144～159
160～175
176～191
192～207

16～23
24～31
32～39
40～47
48～55
56～63
64～71
72～79
80～87
88～95
96～105

01010000
01001000
01000100
01000010
01000001
10100000
10010000
10001000
10000100
10000010
10000001

CEP-057 MIO-816K
   ACCEL CORP

J1
J4

J3

DSW

RA12,13

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8
ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

表のDIP-SW　0がOFF 1がON
※MIOを#6～#11で使用する場合はコマンド

　"MIO"によってモード切り換えをします。

　 コマンド リ ファレンス 　MIO参照
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２）ＭＩＯ－８１６内部ブロック図

Ｍ Ｉ Ｏ－８ １ ６は Ｊ １によ り、Ｍ Ｉ Ｆ とバス結合されＤＣ ５ Ｖ も Ｊ １から給電されています。 Ｊ ３に給電さ

れるＤＣ ２ ４ Ｖは Ｉ ／Ｏ制御に用いられるのみです。

関連コマンド

・ 出力ポート制御 ＯＮ， Ｏ Ｆ Ｆ， ＯＵＴ 　等

・ 入力ポート読み込み ＳＷ （）， Ｉ Ｎ （）　 　等

・ ＃６～＃１ １の使用 Ｍ Ｉ Ｏ

３）ＭＩＯ－８１６ピンアサイン表

   J3

J4 J1　[バスアサイン]

 1
 2
 3
 4

+DC

GND
FG

※+12≦DC≦24　±10％

▲  A B  1 P5  2 P5
 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

入力32
　　33
　　34
　　35
　　36
　　37
　　38
　　39
　　40
　　41
　　42
　　43
　　44
　　45
　　46
　　47
+DC
+DC
+DC

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
出力16
　　17
　　18

※表はDIP～SWの判定が#1の
  場合です。その他の場合は
　以下のようにオフセット値
　を加えて下さい。
  入力ポート＝32+(n-1)*6
  出力ポート＝16+(n-1)*8
  nはボード番号です。

 3
 5
 7
 9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

SG
CLK
ME
(RD)

INT0
SG
D1
D3
D5
D7
A0
A2
A4
A6
NC
NC
NC
NC

 4
 6
 8
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40

SG

(IOE)
(WR)
SG
(RST)
D0
D2
D4
D6
SG
A1
A3
A5
A7
NC
NC
NC
NC

20
21
22
23
24
25

+DC
+DC
+DC
+DC
+DC

20
21
22
23
24
25

　　19
　　20
　　21
　　22
　　23
SG

※SGはコンピュータグラウンドです。
　TTLインターフェース以外は使用し
　ないで下さい。
※()付信号は、 "L"アクティブを示す

Ｐ
Ｉ
Ｏ

フ
ォ
ト
カ
プ
ラ Ｔ

Ｒ
ア
レ
イ

Ｊ
４

Ｊ
１

Ｊ３ ＤＣ２４Ｖ

J4:　Ｉ／Ｏ　入力ポート３２～４７（＃１の場合）
　　　　　　 出力ポート１６～２３（＃１の場合）

＊　ピンアサインは諸元表参照
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６．６　ＭＰＣ－８１６／ＭＩＦ－８１６／ＭＩＯ－８１６の入出力について

１）入力回路について

入力回路は前記の様に電源よ り給電されており、 シ ョートするだけでＯＮ／Ｏ Ｆ Ｆ を検出するよ うになっ

ています。入力ポートには＋ＤＣ電圧が印可されるこ とに注意して下さい。センサーやリ レーの接続は次の

様になり ます。

２線式のアンプ内臓回路では次の様な工夫が必要とな り ます。

TLP521

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

MPC-816
MIF-816
MIO-816

入出力コネクタ

電源コネクタ

6.8K

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

電源

三線式トランジスタ
出力センサの場合

TLP521

6.8K

MPC-816
MIF-816
MIO-816

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

電源

リレーやスィツチは
そのまま接続します

TLP521

6.8K

MPC-816
MIF-816
MIO-816

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

MPC-816
MIF-816
MIO-816

電源

二線式センサでは
プルアップ抵抗必要

TLP521

6.8K
ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟR
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２）出力回路について

ＭＰ Ｃ，Ｍ Ｉ Ｆ，Ｍ Ｉ Ｏの出力回路は、オープ

ンコ レ ク タの ト ラ ンジス タ を使用していま

す。このため、一点あたり200mAの制御が可能

ですが全ポート ＯＮ とする と、 1.6Aのシンク

電流が Ｊ ３のＧＮＤに向かって流れるので注

意して下さい。

出力回路は、前記の様にオープンコレク タ出力となっています。 リ レーやソレ ノ イ ドの駆動は次の様になり

ます。

出力ト ランジスタ駆動能力は１点あた り200mAです。 外部の電源で駆動する場合は、 次の様になり ます。

＊但し、MIO-816の出力ト ランジスタ(TD62064)にはコレクタ と+DC間に寄生ダイオードがあ り、外部電源の

電圧をＭＰ Ｃの電源電圧よ り高くするこ とはできません。

３）電源について

ＭＰ Ｃの各ボードには4Pinの電源コネクタが付属しています。 ＭＰ Ｃ－８ １ ６

の電源は内部で5Vに変換されて各ボードの制御用とな り ますが、他の電源はI/O

制御のみです。FGは各ボードのスペーサ用ランドPCB絶縁パタンまた、ＭＰ Ｃ－

８ １ ６のRS-232Cコネク タのFGに接続されます。 このため、 ＭＰ Ｃ－８ １ ６の

J3-FGは必ず電源BOXや装置のFGにアースして下さい。

４）ＭＩＦ－８１６及びＭＩＯ－８１６のＩ／Ｏポート番号について

Ｍ Ｉ Ｆ －８ １ ６は Ｘ 版からシ ョート ピンが廃されアドレス変更が出来なくなっています。 入力ポートは

１ ６～３ １、出力ポートは８～１ ５ までで固定使用です。他は旧Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６ Ｚ と完全互換となっていま

す。Ｍ Ｉ Ｏ－８ １ ６は、Ｘ版からシ ョート ピンによるアドレス変更がＤ Ｉ Ｐ－ＳＷに変更され設定できるア

ドレスが追加されました。従来 （Ｍ Ｉ Ｏ－８ １ ６ Ｅ） では、 ５枚迄の使用しか出来ませんでしたが、現行の

Ｍ Ｉ Ｏ－８ １ ６では１ １枚まで構成する事が出来ます。

 

GND 

+DC 

+DC 

出力ポート 

J3 

J4 

MPC-816 
MIF-816 
MIO-816 

入出力コネクタ 

電源コネクタ 

出力ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 

[基本回路] 

 

GND 

+DC 

+DC 

出力ポート 

J3 

J4 

MPC-816 
MIF-816 
MIO-816 

電源 

電磁弁はダイオード 
付きを使用します 

赤 

黒 
出力ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 

 

GND 

+DC 

+DC 

出力ポート 

J3 

J4 

MPC-816 
MIF-816 
MIO-816 

電源 

赤 

黒 

別電源 出力ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 

DC12V～24V
1  +DC
2  N C
3  GND
4  F G
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ＤＩＰスイッチ設定表

６．７　ＭＩＯ－２４８Ｋ

１）ＭＩＯ－２４８各部の名称と役割

添付品

① Ｐ Ｓ－Ｄ ４ Ｃ ２ ６ JAE ×１

② 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) ×１

③ コンタ ク ト (BHF-001T-0.8SS) × ４

J1:バスコネク タ Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６のバスコネク タ とバス結合されます。

J2:出力コネク タ 出力専用のコネクタです。

J3:電源コネク タ Ｉ ／Ｏ制御用コネクタです。

内部の電源とは絶縁されています。

J4:入力コネク タ 入力専用のコネクタです。

DIP1: DIPｽｲｯﾁ Ｍ Ｉ Ｏ－２ ４ ８ではDIP-SWの １－６の何れかをＯＮに設定します。 それぞれの Ｉ ／

Ｏ配置は Ｊ ２， Ｊ ４ ピンアサイン表の通りです。

RA8: SIPｿｹｯﾄ 入力ポート を二線式センサに対応させるための抵抗アレイ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、２．７ ｋΩ１／４Ｗ程度の抵抗を実装し

て下さい。

２）概　説

Ｍ Ｉ Ｏ－２ ４ ８は、 入出力を兼ね備えたフォ ト カプラ使用の絶縁型 Ｉ ／Ｏボードで主に出力ポートの追加

に使用します。出力ポートは２ ４点でＴ Ｌ Ｐ－６ ２ ７ （ＤＣ ３ ０ ０ Ｖ， １ ５ ０ ｍＡ最大定格） を使用してい

ます。 Ｊ ２に接続されているのは、 このフォ ト カプラのコレク タ側で、エ ミ ッ タ側は共通グランド となって

います。 通常のオープンコレク タ出力と して使用して ください。

入力側は、ＭＰ Ｃ標準入力で８点用意されています。入力ポートの番号は出力ポートの１－８ と同じ番号で

読み出すこ とができます。

入力番号 出力番号 DIP-SW

 MPC-816
 MIF-816
 MIO-816#1
 MIO-816#2
 MIO-816#3
 MIO-816#4
 MIO-816#5
*MIO-816#6
*MIO-816#7
*MIO-816#8
*MIO-816#9
*MIO-816#10
*MIO-816#11

  0～15
 16～31
 32～47
 48～63
 64～79
 80～95
 96～111
112～127
128～143
144～159
160～175
176～191
192～207

 0～7
 8～15
16～23
24～31
32～39
40～47
48～55
56～63
64～71
72～79
80～87
88～95
96～105

　なし
　なし
01010000
01001000
01000100
01000010
01000001
10100000
10010000
10001000
10000100
10000010
10000001

M
IO

-248K
 CEP-058B

   A
C

C
EL CO

R
P.

J1

J2

J3

DIP1

RA8
J4

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8
ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

表のDIP-SW　0がOFF 1がON
※MIO-816#6 ～ #11 までは拡張領域です。

サポート ソフ トは、 PモードのRev-3.21

よ りです。（９ ２年１ １月以降出荷）それ

以前の版ではサポート されていません。

又#6～#11での112～207までの入力ポー

トは MIO-248 と同一の配置となるので

コマンドによ り選択します。コマンドは

MIOです。
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３）ＭＩＯ－２４８ピンアサイン表

J2,J4 J3

J2-25 J4-15,16 +DC J2 HIF3BA-26PA-2.54DS

J2-26 J4-13,14 GND J4 HIF3BA-16PA-2.54DS

☆ OFFSET=(DIPSW#-1)×24  !OFFSET=(DIPSW#-1)× 3  （出荷デフォルトでは、DIPSWは1がONとなってい

るので、ON/OFFでは112-135，SWでは112-119が割り当てられます。IN,OUT関数では、14番目からです。）

・ Ｉ ／Ｏ制御用電源コネクタの電源容量はピンあたり １． ５ Ａです。従って、Ｍ Ｉ Ｏ－２ ４ ８のポート をす

べて出力で使用する場合には１ポート あた り ８ ０ ｍＡを越えないよ うに使用します。

・ Ｍ Ｉ Ｏ －２ ４ ８がサポート されているのはモニタバージ ョ ン ｍ ４ ０ １の表示のある ＭＰ Ｃ からです。

ｍ ４ ０ １ではＭ Ｉ Ｏ－２ ４ ８は自動判別されますので、お手持ちのＭ Ｉ Ｏ－２ ４ ０ を従来どおりの方法で

使用するこ と もできます。

・Ｍ Ｉ Ｏ－２ ４ ８は２ ４ ０ と完全互換ではあ り ません。 ８ ２ ５ ５の廃品にと もな う、相当品です。 ８ ２ ５ ５

自体の機能を使用していた場合は、 今後、 対応できな くな り ます。

出力ピン 入力ピン ON/OFF,SW() OUT,IN() J3-01 +DC
J2-01 J4-01 112+OFFSET 14+!OFFSET J3-02 NC
J2-02 J4-02 113+OFFSET 14+!OFFSET J3-03 GND
J2-03 J4-03 114+OFFSET 14+!OFFSET J3-04 NC
J2-04 J4-04 115+OFFSET 14+!OFFSET
J2-05 J4-05 116+OFFSET 14+!OFFSET
J2-06 J4-06 117+OFFSET 14+!OFFSET
J2-07 J4-07 118+OFFSET 14+!OFFSET
J2-08 J4-08 119+OFFSET 14+!OFFSET
J2-09 120+OFFSET 15+!OFFSET
J2-10 121+OFFSET 15+!OFFSET
J2-11 122+OFFSET 15+!OFFSET
J2-12 123+OFFSET 15+!OFFSET
J2-13 124+OFFSET 15+!OFFSET
J2-14 125+OFFSET 15+!OFFSET
J2-15 126+OFFSET 15+!OFFSET
J2-16 127+OFFSET 15+!OFFSET
J2-17 128+OFFSET 16+!OFFSET
J2-18 129+OFFSET 16+!OFFSET
J2-19 130+OFFSET 16+!OFFSET
J2-20 131+OFFSET 16+!OFFSET
J2-21 132+OFFSET 16+!OFFSET
J2-22 133+OFFSET 16+!OFFSET
J2-23 134+OFFSET 16+!OFFSET
J2-24 135+OFFSET 16+!OFFSET

TLP627

6.8K

GND
+DC 電源コネクタ

J2

J4

J3

入力ポート

出力ポート

MIO-248K

TLP521

SIPｿｹｯﾄ

RA7

    J2 のピン配置

 1   2
 3   4
 5   6
 7   8
 9  10
11  12
13  14
15  16
17  18
19  20
21  22
23  24
25  26

▼

ｷｰ

    J4 のピン配置

 1   2
 3   4
 5   6
 7   8
 9  10
11  12
13  14
15  16

▼

ｷｰ
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６．８　ＭＰＧ－３０３Ｆ

１）ＭＰＧ－３０３各部の名称と役割

添付品

① コネク タ(HIF-3BA-16D-2.54R) ﾋﾛｾ ×２

② 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) ×１

③ コンタ ク ト (BHF-001T-0.8SS) × ４

LED2(緑): パワーオン時点灯し、 動作中消灯します。

LED1(赤): 動作中、 も し くはエラー停止した場合に点灯します。

LED3-10(緑): パルス発生表示です。 Ｊ 4コネク タ側からXCW,XCCW,YCW,YCCW,UCW,UCCW,ZCW,ZCCW

と配置されており、 点灯中はパルス信号が出力されています。

J2: 原点入力。 ８点の入力ポートで原点センサ用です。 このポート を使用するには Ｊ ３への給電

が必要です。

J3: 原点入力パルス出力用電源

J4: パルス出力。 フォ ト カプラを介して内部回路と絶縁されています。

J5: バスコネクタ実装パターン。 こ こにピンヘッダを実装したタイプ (MPG-303F-C) は直接

MPC-816に組み合わせるこ とができます。

RA10: パルス出力 ［＋５ ］ 側のシャン ト抵抗です。必要に応じて変更して ください。工場出荷時に

１ ０ ０Ωが挿入されています。

RA1: センサ入力用のシャン ト抵抗です。 必要に応じて変更して ください。 工場出荷時には ６．

８ ＫΩが挿入されています。

RA7 ： 入力ポート を ２線式センサに対応させるための抵抗アレイ用Ｓ Ｉ Ｐ ソケッ トです。アンプ内

蔵型２線式センサを使用する時、 ２ . ７ ＫΩ１／４Ｗ程度の抵抗を実装して ください。

BAT: ＭＰ Ｇの加減速データ等をバッ クアップする リチウム電池です。 CR2032(maxell)相当品。

DSW1: Ｐ Ｇ番号( １～３ )を設定します。 出荷時は１ (PG 1)。

F1: こ こにヒ ューズを実装する と電源コネクタ ( Ｊ ３ )の ２番ピンに Ｉ /Ｆ用ＤＣ ５ Ｖ を供給しま

す。 ド ラ イバの入力 Ｉ /ＦがＴ Ｔ Ｌ ,Ｃ-ＭＯ Ｓ レベルでＤＣ ５ Ｖを必要とする場合に使用で

きます。 出荷時は未実装です。

F2: こ こにヒ ューズを実装する と原点入力コネクタ( Ｊ ２ )の ９ , １ ０番ピンに Ｉ /Ｆ用ＤＣ ５ Ｖを

供給します。 １ ３ , １ ４番ピンのＧＮＤ と組み合わせてＤＣ ５ Ｖ駆動のモータ ド ラ イバへ最

大１ ０ ０ ｍＡ程度の電源を供給するこ とができます。

２）概　説

ＭＰ Ｇ－３ ０ ３は、 独立Ｃ ＰＵを備えたパルス発生専用ボードです。 ステップモータ対応のＭＯＤ Ｅ ５ と

サーボ対応のＭＯＤ Ｅ ６があ り、 ３枚までＭＰ Ｇ－３ ０ ３ を制御するこ とができます。

MPG-303F
CEP-096B
ACCEL CORP.

J5
LED1
LED2

LED3

LED10

～
J4

J2

J3

F1

F2

RA1,7

RA10

DSW1
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３）外部との接続

パルス出力ポート

パルス出力ポートは次の通りです。

J4

最高設定速度とパルス幅及びパルスレートの表

ＭＰ Ｇのパルス幅はソフ ト出力のための各モードによって次の様に相違があ り ます。

パルスはオン時間が一定でパルス間隔が変化します。デューティ比は最大パルスレート発生時の場合です。

次の表はＡＣ Ｃ Ｅ Ｌ設定値とパルスレートの関係です。

原点復帰

原点センサの接続

J2

 1
 3
 5
 7
 9
11
13
15

[+5]
[+5]
[+5]
[+5]
[+5]
[+5]
[+5]
[+5]

 2
 4
 6
 8
10
12
14
16

XCW
XCCW
YCW
YCCW
UCW
UCCW
ZCW
ZCCW

このパルス出力ポートは、 パルス列フォ
ト カプラ入力タイプのド ラ イバを想定し
ています。 論理素子入力タイプのド ラ イ
バへの接続では、 必ずフォ ト カプラを介
して下さい。

モード パルス幅 デューティ比 最大パルスレート
5
6

20μsec
4.2μsec

50%以下 1)
50%以下

29.0kpps
56.3kpps

 1)但し、 ＡＣ Ｃ Ｅ Ｌ 　 ２ ５ ０ ０ ０以下の場合

ACCEL
n

MOVE 5 MOVE 6   MOVE 6では2kpps以下のパルス出力は出来ません。 (高速タイプ)
  前記のパルスレートの測定は、 RMOV 30000,20000によって、 JOGは

  JOG L,Iによって実施しました。 Lの値は

      L＝A/10 （も しLが2040を越えたらLを2040と します）

  又、 原点復帰のSHOMの3番目の引数Sと

  スピードは次表の通りです。

  注)SHRDは4に設定されているものとする

単位:pps

MOVE JOG MOVE JOG
50000
45000
40000
35000
30000
25000
20000
15000
10000
 8000
 4000
 2000

--
--
--
--
29.0
26.5
21.1
15.7
10.4
 8.2
 4.1
 2.0

--
--
--
--
13.7
12.0
 8.9
 6.2
 3.9
 3.0
 1.4
 0.7

56.3
51.6
44.2
38.6
32.5
26.8
21.3
15.8
10.3
 8.2
 4.1
 2.3

14.6
13.7
12.0
10.8
 9.3
 7.9
 6.4
 4.9
 3.3
 2.6
 1.3
 0.8

パルス幅 20μsec 4μsec

 1
 3
 5
 7
 9
11
13
15

XS1
YS1
US1
ZS1
(+5V)

GND
+DC

 2
 4
 6
 8
10
12
14
16

XS2
YS2
US2
ZS2
(+5V)

GND
+DC

※9,10番ピン+5VはF2実装時のみ

 
 

RA10 

X～Z 

(+5) 

ＲＡ１０は１００Ωの抵抗アレイが標準実装されてい
ます。調整の必要がある場合は、ＳＩＰソケットより
抵抗アレイを外して交換します。 

内部
電源 

ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

表示用 

(J3-3 GND) 

 
外部回路 

ＭＰＧ内部 
フォトカプラ ＴＬＰ－５５２，５５０等 

＊この間を引き延ばさないこと 

＊引き延ばす場合はＰＩＦ－４２２を用いて下さい。 

MOVE 5,6
AXIS XY/ZU
S=0
S=100
S=200
S=400
S=800
S=1000

4.3K
353
184
 94
 47
 38 単位:pps

 ＋ＤＣ 

ＧＮＤ 

抵抗アレイ ＲＡ１ 
６．８ｋ 

Ｓ１，Ｓ２（ＸＳ～ＺＳ）

注）ＧＮＤはＪ３－３ 
  ＋ＤＣはＪ３－１に同じ 
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原点センサの入力は各軸に対して ２点で４軸分、 計８点あ り ます。 センサの入力は前記回路図のよ うに＋

ＤＣ から抵抗アレイを介して給電されています。 この時の抵抗アレイは出荷状態で６． ８ ｋΩ となってお

り、＋ＤＣは１ ２ Ｖ～２ ４ Ｖを想定しています。５ Ｖで使用の場合は抵抗アレイを ２ ｋΩ程度に変更して下

さい。 抵抗アレイは Ｓ Ｉ Ｐ ソケッ トに実装されているために交換は容易です。 尚、 原点復帰コマンド

ＨＯＭＥ はこの Ｊ ２の １～８ を入力ポート とみなします。 例えば Ｘ Ｓ １， Ｙ Ｓ １が ＯＮ で停止の場合は

ＨＯＭＥ 　 ５です。

４）ソフトサポート

マルチタスクとＭＰＧ

TASK0 通常のプログラ ミ ングモードではＴ Ａ Ｓ Ｋ ０のみが動作しています。 Ｔ Ａ Ｓ Ｋ ０

ではＰ Ｇコマンドによ り ３つのＭＰ Ｇのいずれかを選択できます。

Ｐ Ｇ 　 １ 　 　 Ｄ ＳＷ１で＃１に設定されているＭＰ Ｇ

Ｐ Ｇ 　 ２ 　 　 Ｄ ＳＷ１で＃２に設定されているＭＰ Ｇ

Ｐ Ｇ 　 ３ 　 　 Ｄ ＳＷ１で＃３に設定されているＭＰ Ｇ

TASK1,2,3 ＃１のＭＰ Ｇをアクセスします。

TASK4,5,6,7 ＃２のＭＰ Ｇをアクセスします。

TASK8,9,10,11 ＃３のＭＰ Ｇをアクセスします。

又、ティーチングモード （　 Ｔ Ｅ ＡＣＨ 　 ｏ ｒ 　 Ｔ 　） では３つのＭＰ Ｇを選択してティーチングするこ と

ができます。 切り換えは＜ ＴＡ Ｂ ＞キーです。 選択された Ｐ Ｇ 番号の表示は行の頭に表示されます。 尚、

ＭＰ Ｇ－３ ０ ３ を最初に使用する時は次の手順に心がけて下さい。

10 PG 1 ボード選択
20 OVRUN 0 オーバラン設定
30 MODE 5 モード設定
40 ACCEL 30000 加減速設定

こ こでは、 Ｐ Ｇの選択、 オーバランのク リ ア、 モードの選択、 アクセル設定と順を追っています。 例えば、

ＯＶ ＲＵＮが異なる値で設定されている と、パルス発生コマンドを実行しな くな り ますし、ＭＯＤ Ｅ切り換

えを Ｐ Ｇ選択前に実施しても無意味になり ます。

オーバーラン

ＭＰ Ｇにはオーバーラン入力はあ り ません。オーバーランのサポートは、Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６の入力ポート ２ ４

～３ １の ８ bitで使用するこ とができます。オーバーランを有効とするには、ＯＶ ＲＵＮコマンドを実行する

必要があ り ます。

OVRUN &H0101 IN24がOFFで非常停止
OVRUN &H0002 IN25がONで非常停止
OVRUN &HFF03 IN24,IN25どちらかがOFFとなれば非常停止

ＯＶ ＲＵＮ  ＆Ｈ■■□□　 　 　■■□□はそれぞれ１byteのヘキサ表現

 ■■　論理指定  □□　マスク指定

入力ポート ２ ４～３ １の読み取りデータを Ｉ Ｎ （ ３ ） とすればＯＶ ＲＵＮの有効は次の演算で決ま り ます。

j=(IN(3) XOR ■■） AND □□　

Ｊ の値が０であれば停止しません。 Ｊ の値が０でなければ非常停止とな り、動作中でもパルス発生は停止し

ます。尚、ＯＶ ＲＵＮはインタプ リ タの実行を止めてしま う致命的エラーと して扱われています。 ソフ トに

よるエラー処理を必要とする場合はＯＶ ＲＵＮを使用しないで下さい。
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６．９　ＭＰＧ－３０１

１） ＭＰＧ－３０１各部の名称と役割

添付品

① コネク タ(HIF-3BA-16D-2.54R) ﾋﾛｾ ×２

② 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) ×１

③ コンタ ク ト (BHF-001T-0.8SS) × ４

J4: パルス出力、 Ｚ相入力、 エンコーダー入力です。

J2: 原点入力、 サーボ制御出力などの Ｉ ／Ｏです。

J3: Ｉ ／Ｏインターフェース電源 （標準１ ２～２ ４ Ｖ）

J5: バスコネク タ。 ＭＰ Ｃ と直結する場合は４ ０ ピンコネク タを実装して下さい。

RA8: センサー入力用のシャン ト抵抗です。必要に応じて変更して ください。工場出荷時には６．

８ ＫΩが挿入されています。

RA3: アンプ内蔵式２線式センサー対応用のＳ Ｉ Ｐ ソケッ トです。 使用する場合は２． ７ ＫΩ１

／２Ｗ程度の抵抗アレイを挿入して下さい。

SP1,SP2: ＭＰ Ｇ－３ ０ １ アド レス設定です。

＃１の場合 Ｓ Ｐ １ シ ョート 　 Ｓ Ｐ ２ シ ョート

＃２の場合 Ｓ Ｐ １ シ ョート 　 Ｓ Ｐ ２オープン

＃３の場合 Ｓ Ｐ １オープン 　 Ｓ Ｐ ２ シ ョート

＃４の場合 Ｓ Ｐ １オープン 　 Ｓ Ｐ ２オープン

LED11,LED12: 電源モニター LED11　内部５ Ｖ LED12　 Ｉ ／Ｏインターフェース

LED1,LED2: パルス出力モニター LED1 　 ＣＷ LED2 　 Ｃ ＣＷ

LED3～LED10: 入力モニター

LED3　 Ｏ Ｒ Ｇ Ｉ LED4　 Ａ ＬＭ LED5　＋Ｓ Ｌ Ｄ LED6 －Ｓ Ｌ Ｄ

LED7　 Ｉ Ｎ Ｐ LED8　ＭＡ Ｒ Ｋ LED9　＋Ｅ Ｌ LED10 －Ｅ Ｌ

２）概　説

ＭＰ Ｇ－３ ０ １は多機能１軸Ｐ Ｇボードです。 キ ョーパル製 高速度Ｓ字加減速パルスジェネレータ Ｌ Ｓ Ｉ

「Ｘ ３ ２ ０ ２ 」 を搭載し、 最高１Ｍ ｐ ｐ ｓ のパルス発生、 Ｓ字加減速、 連続パルス発生、 途中パルスレート

変更、 リ アルタイムカウン ト機能など特殊なパルス発生を必要とする機器の制御に対応します。

特　徴

パルス発生 １軸差動出力　最大１Ｍｐ ｐ ｓ ～最小０． １ ｐ ｐ ｓ

Ｚ相入力 １チャンネル

エンコーダー入力 １チャンネル２ ク ロ ッ ク， ９ ０°位相差２相クロ ッ ク 　 １， ２， ４逓倍

制御入力 原点センサー、 ド ラ イバーアラーム等　 ８点

制御出力 サーボオン、 サーボド ライバー偏差カウンタ ク リ ア等　 ４点

ＭＰ Ｃサポート枚数 ４枚 （４軸）

消費電流 １ ５ ０ ｍＡ （ＤＣ ５ Ｖ）

CEP-070A MPG-301

  ACCEL CORP.

J4

J3

RA8

J2

J5

LED3～10

LED11,12
LED1,2

SP2
SP1

RA3X3
20
2
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３）ＭＰＧ－３０１ピンアサイン表

J4 J2 J3

４）Ｘ３２０２について （X3202 ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ 「はじめに」から）

Ｘ ３ ２ ０ ２はパルス列入力型サーボモーター及びステップモーターの速度制御と位置決め制御を目的とす

るパルス発生Ｌ Ｓ Ｉ です。内部構造は、 Ｓ字または直線加減速パルス発生器、台形または三角駆動の自動減

速点算出器、 現在位置カウンタや偏差カウンタ と して使用できるマルチカウンタ とエンコーダ入力の２相

クロ ッ ク コンバータ、原点復帰センサーインターフェース、 リ ミ ッ ト センサーインターフェース、サーボド

ライバーインターフェース、 ８ ビッ ト汎用入力と ８ ビッ ト汎用出力を備えています。 （ＭＰ Ｇ－３ ０ １では

汎用入出力は使用できません）

５）ＭＰＣのコマンドサポート

ＭＰ Ｇ－３ ０ １の駆動には専用のコマンド と関数を用います。

基本的な駆動手順

1. 加速レート、 パルスレート、 出力パルス数などの必要なデータを 「Ｓ Ｔ＿Ｒ Ｅ Ｇ」 でＸ ３ ２ ０ ２のレジ

スタに設定します。

2. 「ＣＭＮＤ」 でＸ ３ ２ ０ ２のコマンドを実行します。

3. 駆動中にレジスタの内容を変更してパルスレート を変化させた り、 センサーやコマンドによる停止が可

能です。内部パルスカウン トやエンコーダーカウン ト を知るには「Ｒ Ｅ Ｇ」でカウンタＡレジスタを読込

みます。

4. 実行後、 「Ｒ Ｅ Ｇ」 で動作状態ステータスレジスタを読込み、 動作完了を待ちます。

 1
 3
 5
 7

CW(+)
CCW(+)
EZ(+)
CLRA(+)

 2
 4
 6
 8

CW(-)
CCW(-)
EZ(-)
CLRA(-)

 1
 3
 5
 7

ORGI
+SLD
INP
+EL

 2
 4
 6
 8

ALM
-SLD
MARK
-EL

1
2
3
4

+DC
NC
GND
FG

 9
11
13
15

EA1(+)
EA2(+)
EB1(+)
EB2(+)

10
12
14
16

EA1(-)
EA2(-)
EB1(-)
EB2(-)

 9
11
13
15

SON
ERROR
GND
+DC

10
12
14
16

CLR
MOVE
GND
+DC

ST_REG 種別 ： コマンド REG,REG3 種別 ： 関数 CMND 種別 ： コマンド

書式 ST_REG reg data

 reg: MPGアドレス とX3202

のレジスタ ・カウンタ

セレク ト コード

 data: 設定データ

解説 X3202のレジスタ設定を行い

ます。

書式 REG(reg), REG3(reg)

 reg: MPG アドレス と X3202 の

レジスタ・カウンタセレク

ト コードまたは-1～-4

解説 X3202のレジスタを読込みます。

-1～ -4 の時は動作状態ステータ

ス レ ジ ス タ を 読 込 み ま す。

-1:MPG#1～-4:MPG#4。 REG3は

３バイ ト符号拡張読込みで、カウ

ンター値入力に使用します。

書式 CMND code

 code: MPGアドレス とX32

02の命令コード

解説 X3202の命令を実行します。

regとcodeは16進2バイ ト表記で指定します。上位バイ トはＭＰ Ｇ－３ ０ １のアドレス(SP1,SP2で設定）、下位バイ

トはレジスタ/カウンタセレク ト コードおよび命令コードです。 MPGアドレスを省略する とMPG#1に対して有効

になり ます。

     &Haaxx  aa:MPGアドレス &H01～&H04  xx:セレク ト コード

          例)   ST_REG &H0201 1000  ←MPG#2のレジスタ01に1000を代入

SN75158

TLP2630

TLP521

+DC RA8

TLP627

GND

ﾊﾟﾙｽ出力

EZ,CLRA
EA,EB 入力

入力(1～8)

出力(9～12)

+
-TLP2630

+
-
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プログラム例

インデッ クス駆動 直線加減速

ST_REG &H0100,250 周波数倍率
ST_REG &H0101,1000 出力ﾊﾟﾙｽ数
ST_REG &H0103,100 起動周波数
ST_REG &H0104,2000 最高周波数
ST_REG &H0105,100 加速ﾚｰﾄ
ST_REG &H0106,100 減速ﾚｰﾄ
CMND &H01A0 動作完了ﾌﾗｸﾞﾘｾｯﾄ
CMND &H0100 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ駆動(+)実行
WAIT REG(-1)=&H20 動作完了待ち

インデッ クス駆動 Ｓ字加減速

ST_REG &H0100,250
ST_REG &H0101,10000
ST_REG &H0103,100
ST_REG &H0104,2000
ST_REG &H0105,100
ST_REG &H0106,100 減速ﾚｰﾄ
ST_REG &H0107,2000 S字加減速区間
ST_REG &H0160,&H10 動作ﾓｰﾄﾞ=S字加減速ﾓｰﾄﾞ
CMND &H01A0
CMND &H0100
WAIT REG(-1)=&H20

連続駆動 途中パルスレート変更

ST_REG &H0100,250
ST_REG &H0103,100
ST_REG &H0104,1000
ST_REG &H0105,100
ST_REG &H0106,100
CMND &H01A0
CMND &H0106 連続駆動(+)
INPUT A FTM Enterｷｰ待ち
ST_REG &H0104,2000 最高周波数変更
INPUT A FTM Enterｷｰ待ち
CMND &H0131 減速停止ｺﾏﾝﾄﾞ

ロータ リーエンコーダーカウン ト

ST_REG &H0151,&H03 2相ｸﾛｯｸ1逓倍
ST_REG &H0152,&H02 ｶｳﾝﾀA=ﾁｬﾝﾈﾙ1
CMND &H0150 ｶｳﾝﾀﾘｾｯﾄ
*LOOP
E=REG(&H0121) ｶｳﾝﾀA読み込み
PRINT E
TIME 50
GOTO *LOOP

６）駆動例

【引用文献】 本ドキュ メン ト作成にあた り  キ ョーパル Ｘ ３ ２ ０ ２  ユーザーズマニュアル を引用しました。

MARK

ｲﾝﾃﾞｯｸｽ駆動
直線加減速

連続駆動
加減速 有/無

途中ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ
変更

ｾﾝｻｰによる
位置決め

EZ

ORGI,EZ による
原点復帰
ORGI INT

ｴﾝｺｰﾀﾞｰｶｳﾝﾄ
による停止

ｲﾝﾃﾞｯｸｽ駆動
S字加減速

Time

Speed
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６．１０　ＭＢＫ－８１６

１）ＭＢＫ－８１６各部の名称と役割

添付品

② 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) ×１

③ コンタ ク ト (BHF-001T-0.8SS) × ４

J4: 通信ポートです。 ＣＨ ０は保守用、 ＣＨ １はデジタルＧ Ｐシ リーズと接続します。

J2: オプシ ョ ンの７セグメン ト表示器を接続するコネクタです。

J3: インターフェース電源 （１ ２～２ ４ Ｖ）

J5: バスコネク タ。 ＭＰ Ｃ－８ １ ６ と接続します。

SP1: ＣＨ ０の受信ポート Ｒ Ｓ－２ ３ ２ Ｃ／Ｒ Ｓ－４ ２ ２切り替えです。 （出荷時は２－３シ ョート

でＲ Ｓ－２ ３ ２仕様）

LED1(緑): 動作中点滅します。

LED2(赤): エラー時点灯または点滅します。

２）概　説

ＭＢ Ｋ－８ １ ６はＭＰ Ｃ－８ １ ６ と㈱デジタル製タ ッチパネル「Ｇ Ｐシ リーズ」のインターフェースボード

です。 通信を意識しないプログラムで容易にタ ッチパネルの制御ができます。

特　徴

ＭＢ Ｋ～Ｇ Ｐ通信 ： Ｒ Ｓ－４ ２ ２仕様、 ３ ８ ４ ０ ０ ｂ ｐ ｓ 、松下 MEWNET-FPプロ ト コル(準拠)によるダイ

レク ト アクセス。

ＭＰ Ｃプログラム ： 標準の Ｉ ／Ｏコマンド （ON,OFF,SW()等） で全てを制御します。

※ 「ＭＢ Ｋ－８ １ ６ 」 の詳細は 「MBK-816 製品別マニュアル」 をご覧下さい。

J2

J3

J4

J5

LED2
LED1

CEP-072A MBK-816
  ACCEL CORP.
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６．１１　Ｉ／Ｏマップ図

ＳＰ　 アドレス　　ボード　　　機　能
          7CH                入力ﾎﾟｰﾄ
MIO       7DH     MIO-816    出力ﾎﾟｰﾄ
#11       7EH                入力ﾎﾟｰﾄ
          7FH                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ
          80H                PORT A
SP1       81H     MIO-248    PORT B
          82H                PORT C
          83H                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ
          84H
SP2       85H     MIO-248 　
          86H
          87H
          88H
SP3       89H     MIO-248 　
          8AH
          8BH
          8CH
SP4       8DH     MIO-248 　
          8EH
          8FH
          90H
SP5       91H     MIO-248 　
          92H
          93H
          94H
SP6       95H     MIO-248 　
          96H
          97H
          E8H
                   
          EFH
          F0H
SP1       F1H
          F2H
          F3H
          F4H
SP2       F5H
          F6H
          F7H
SP1       FFH    MPG-303 #1  ﾊﾟﾙｽ発生ﾎﾞｰﾄﾞ
          FEH
SP2       FDH    MPG-303 #2  ﾊﾟﾙｽ発生ﾎﾞｰﾄﾞ
          FCH
SP3       FBH    MPG-303 #3  ﾊﾟﾙｽ発生ﾎﾞｰﾄﾞ
          FAH

【Ｉ／Ｏマップ（０～３ＦＨまではＣＰＵ内レジスタにて使用）】

ＳＰ　 アドレス　　ボード　　　機　能
      3AH 入力 0-7
      3CH(下4bit) 入力 8-11
CPU   38H(上4bit) MPC-816 入力 12-15
      38H(下4bit) 出力 0-3
      3CH(上4bit) 出力 4-7
          40H                ﾊﾟﾙｽ出力ﾎﾟｰﾄ
          50H                入力ﾎﾟｰﾄ
          51H     MIF-816    出力ﾎﾟｰﾄ
          52H                入力ﾎﾟｰﾄ
          53H                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ
          54H                入力ﾎﾟｰﾄ
MIO       55H     MIO-816    出力ﾎﾟｰﾄ
#6        56H                入力ﾎﾟｰﾄ
          57H                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ
          58H
MIO       59H     MIO-816 　
#1        5AH
          5BH
          5CH
MIO       5DH     MIO-816 　
#7        5EH
          5FH
          60H
MIO       61H     MIO-816 　
#2        62H
          63H
          64H
MIO       65H     MIO-816 　
#8        66H
          67H
          68H
MIO       69H     MIO-816 　
#3        6AH
          6BH
          6CH
MIO       6DH     MIO-816 　
#9        6EH
          6FH
          70H
MIO       71H     MIO-816 　
#4        72H
          73H
          74H
MIO       75H     MIO-816 　
#10       76H
          77H
          78H
MIO       79H     MIO-816 　　
#5        7AH
          7BH
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６．１２　アスキーコード表

ｷｬﾗｸﾀ HEX DEC ｷｬﾗｸﾀ HEX DEC ｷｬﾗｸﾀ HEX DEC

NUL
SOH (↑A)
STX (↑B)
ETX (↑C)
EOT (↑D)
ENQ (↑E)
ACK (↑F)
BEL (↑G)
BS  (↑H)
HT  (↑I)
NL  (↑J)
VT  (↑K)
FF (↑L)
CR  (↑M)
SO  (↑N)
SI (↑O)
DLE (↑P)
DC1 (↑Q)
DC2 (↑R)
DC3 (↑S)
DC4 (↑T)
NAK (↑U)
SYN (↑V)
ETB (↑W)
CAN (↑X)
EM  (↑Y)
SUB (↑Z)
ESC
FS
GS
RS
US
SP
!
”
#
$
%
&
’
(
)
*
+

00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
0A
0B
0C
0D
0E
0F
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
1A
1B
1C
1D
1E
1F
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
2A
2B

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43

,
-
.
/
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
:
;
<
=
>
?
@
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S
T
U
V
W

2C
2D
2E
2F
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
3A
3B
3C
3D
3E
3F
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
4A
4B
4C
4D
4E
4F
50
51
52
53
54
55
56
57

44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87

X
Y
Z
[
¥
]
^
_
`
a
b
c
d
e
f
g
h
i
j
k
l
m
n
o
p
q
r
s
t
u
v
w
x
y
z
{
|
}
～
DEL

58
59
5A
5B
5C
5D
5E
5F
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
6A
6B
6C
6D
6E
6F
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
7A
7B
7C
7D
7E
7F

88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
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６．１３　ボード外形図

１）ＭＰＣ－８１６

4-φ
3.5

7.5

5.08

49 52.5 14.5 7 (4.5)

(13.08)116.84±0.1

135

5.08

注）

CEP-021

ROUND
φ
8

(23.8)
58.4±

0.1
17.78

100

17.78
47.5

1.6

注）ＰＣＢ後端のパイロットホールにはスペーサ用スペースがありません。
ここで固定する場合は、樹脂スペーサを使用して下さい。
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２）ＭＩＦ－８１６・ＭＩＯ－８１６

注１ )パイロ ッ ト ホールPH(A),(B)にはスペーサ用スペースがあ り ません。 こ こで固定する場合は、樹

脂スペーサを使用して下さい。

注２ )Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６ Ｋ ＦにPH(A)はあ り ません。

注３ )Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６ ＡＤにPH(A),(B)はあ り ません。

注４ )Ｍ Ｉ Ｏ－８ １ ６ Ｋにコネク タ Ｊ ５はあ り ません。

 

67 

5.08 

PH(B) 

4-φ
3.5 

7.5 

5.08 

48.75 63.25 (15.5) 

(13.08) 116.84±0.1 

135 

(8.8) 
58.4±

0.1 
17.78 

85 

17.78 
47.5 

1.6 

ROUNDφ
8 

76 

1 番ピン 

PH(A) 

Ｊ５ 
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３）ケースＥ

４）ケースＢ

 

14 

27.5 
50 

27.5 

2-M3 

2-M3 

16 

100 

2.5 

37 

27.5 
50 

27.5 

2-M3 

14 

140 

105 

27.5
50

27.5

2-M3

2-M3

16

100

2.5

27.5
50

27.5

2-M3

20140

105
29

16
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５）フランジＨ

６）フランジＤ

165

32.5 100±0.2 (32.5)

9.5 9.5

4-R

R2

2-φ
3.5

4

(25)

12 .5(12.5)
(2)

130

40 50±0.2 (40)

9.5 9.5

4-R

R2

4-φ
3.5

4

(25)
(17.5)

(10)

(2)

10
5 7.5
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６．１４　ＭＰＣ－ＲＡＣＫ外形図

１）ＲＡＣＫ－Ａ

 

32 12.7 12.7 6.6 

4-M3 

15
8 

10
5 

26
.5
 

85 

76 

65 
108 
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２）ＲＡＣＫ－Ｂ

108

4-M3

15
8

10
5

26
.5

136

126

116

32 6×12.7＝76.2

12.7
7.8
6-29



３）ＲＡＣＫ－Ｃ
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６．１５　ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＦ－８１６ＡＤ　ＳＥＴ組立図

ＭＰ Ｃ－８ １ ６＋Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６ ＡＤのセッ トは、 以下のよ うな作業がお客様で必要です。

① ＭＰ Ｃ－８ １ ６にナイロンスペーサをつける

② ＭＰ Ｃ－８ １ ６ を上、 Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６ ＡＤを下にして Ｊ ５挿入の上、 重ねる。 この時、 Ｊ ５の反対側は

①で付けた付属のナイロンスペーサでＭ Ｉ Ｆ を固定。

③ 組み合わせたボードをケース Ｅ に挿入しナ

イロンロ ッ クで固定して抜けない様にする。

（ケース背面内側にはナイロンク ランプを貼

り 直接ボード と ケースがあた ら ない様に

なっており ます。） フタを閉めてネジで止め

て下さい。

☆ご注文頂く物ＭＰ Ｃ－８ １ ６、 Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６ ＡＤ、 ケースＥ

ケースＥ添付品

ガイ ドレール ＊２ 　（ケースに取付け済）

ナイロンク ランプ ＊１ 　（ケースに取付け済）

ナイロンスペーサ ＊２ 　（Ｍ Ｉ Ｆ－８ １ ６ ＡＤの添付品）

ナイロンロ ッ ク ＊１

ネジ ＊２

 MPC-816 MIF-816AD 

MPG-916F
CEP-080
ACCEL CORP.

 

 

ＭＩＦ－８１６ＡＤ 

ＭＰＣ－８１６ 

J5 

ナイロンスペーサ 

 

MIF-816AD 

ネジ 

ネジ 

ナイロンロック 

ナイロン 
クランプ 

MPC-816 
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６．１６　ＭＰＣ－８１６＋ＭＰＧ－３０１　ＳＥＴ組立図

☆MPG-303はユーザーでの実装 ・組み立てが不要になり ました。

これまでユーザー実装となっていたMPG-303 J5 のピンヘッダを実装した製品を用意しました。 (型式

MPG-303C)。 また、 MPC-816と組み合わせてケースEに入れた製品もあ り ます(型式 MPC-SET(303))。

MPG-301、 MIO-248は従来通りユーザー実装 ・組み立てです。

ＭＰ Ｃ－８ １ ６＋ＭＰ Ｇ－３ ０ １のセッ トは、 以下のよ うな作業がお客様で必要です。

③ 組み合わせたボードをケース Ｅ に

挿入しナイ ロンロ ッ クで固定して

抜けない様にする。 （ケース背面内

側にはナイ ロンク ランプを貼り直

接ボード とケースがあたらない様

になっており ます。） フタを閉めて

ネジで止めて下さい。

☆ご注文頂く物ＭＰ Ｃ－８ １ ６、 ＭＰ Ｇ－３ ０ １、 ケース Ｅ、 A1-40PA-2.54DSA

ケース Ｅ添付品

ガイ ドレール ＊２ 　（ケースに取付け済）

ナイロンク ランプ ＊１ 　（ケースに取付け済）

ナイロンスペーサ ＊２

ナイロンロ ッ ク ＊１

ネジ ＊２

 

CEP-070A MPG-301

  ACCEL CORP.

J5 
40PIN ピンヘッダ

ＭＰＧ－３０１

 

ＭＰＧ－３０１

ＭＰＣ－８１６

J5 

ナイロンスペーサ

 

① ４ ０ ｐ ｉ ｎ のピンヘッダ (A1-40PA-2.54DSA)を Ｊ ５

のスルーホールに挿入しハンダ面からハンダ付け

② ＭＰ Ｃ－８ １ ６ を上、ＭＰ Ｇ－３ ０ １ を下に

して Ｊ ５挿入の上、 重ねる。 この時、 Ｊ ５の

反対側には付属のナイロンスペーサで固定。

 

MPG-301 

ネジ

ネジ

ナイロンロック 

ナイロン
クランプ

MP C-816 

 

6-32



６．１７　ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＯ－２４８　ＳＥＴ組立図

ＭＰ Ｃ－８ １ ６＋Ｍ Ｉ Ｏ－２ ４ ８のセッ トは、 以下のよ うな作業がお客様で必要です。

③ 組み合わせたボードをケース Ｅ に挿入しナイロ

ンロ ッ クで固定して抜けない様にする。（ケース背面

内側にはナイロンク ランプを貼り直接ボード とケー

スがあたらない様になっており ます。）フタを閉めて

ネジで止めて下さい。

☆ご注文頂く物ＭＰ Ｃ－８ １ ６、 Ｍ Ｉ Ｏ－２ ４ ８、 ケース Ｅ、 A1-40PA-2.54DSA

ケース Ｅ添付品

ガイ ドレール ＊２ 　（ケースに取付け済）

ナイロンク ランプ ＊１ 　（ケースに取付け済）

ナイロンスペーサ ＊２

ナイロンロ ッ ク ＊１

ネジ ＊２

① ３ ２ ｐ ｉ ｎ のピンヘッダを Ｊ ５のスルーホールに

挿入しハンダ面からハンダ付け

② ＭＰ Ｃ－８ １ ６ を上、Ｍ Ｉ Ｏ－２ ４ ８ を下に

して Ｊ ５挿入の上、重ねる。 この時、 Ｊ ５の

反対側には付属のナイロンスペーサで固定。

M
IO

-248K
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40PIN ピンヘッダを
32PIN にします。
(8PIN 分折る)

ＭＩＯ－２４８
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６．１８　ケーブル図

MPCとパソコンを接続する純正ケーブルです。基本ケーブルはDOS/V用となっており ますが、25ピン変換コ

ネクタが付属してあ りPC98にもそのまま使用できます。

MPC側

SG 1
TX0 2
RX0 3
SG 4
MAN 5
P5 6

PC側

1 CD
2 RXD
3 TXD
4 DTR
5 SG
6 DSR
7 RTS
8 CTS
9 CI

ヒ ロセ HDEB-9S相当

ヒ ロセ

HIF-3BA-10D-2.54C相当

3000mm
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